
平成２３年 ７月２７日（水） 9:30～16:20

【中津会場】

●講義 （ 9:30～14:20） 中津市役所 ４階研修室
●現地実習（14:50～16:20） 山国橋 （県道中津吉富線）

【別府会場】
平成２３年 ８月 ５日（金） 9:30～16:20
●講義 （ 9:30～14:20） 別府市役所 水道局３階大会議室
●現地実習（14:50～16:20） 石田橋 （市道野口原実相寺公園道路）

記 者 発 表 資 料

高度成長期に大量に建設された橋梁の高齢化が進む中で、適切な点検・管理・
補修等が求められており、厳しい予算状況のもと、今後の安全・安心の確保のた
めの適切な維持管理を行うことが重要となっています。

このため、国土交通省大分河川国道事務所・佐伯河川国道事務所は、今後、大
分県内の自治体が行う橋梁管理の一助となるよう、国土交通省職員を派遣し、橋
梁の維持管理に係る知識の習得や、維持管理体制の向上に資することを目的と
して、下記のとおり自治体職員を対象にした講習会を実施します。

高度成長期に大量に建設された橋梁の高齢化が進む中で、適切な点検・管理・
補修等が求められており、厳しい予算状況のもと、今後の安全・安心の確保のた
めの適切な維持管理を行うことが重要となっています。

このため、国土交通省大分河川国道事務所・佐伯河川国道事務所は、今後、大
分県内の自治体が行う橋梁管理の一助となるよう、国土交通省職員を派遣し、橋
梁の維持管理に係る知識の習得や、維持管理体制の向上に資することを目的と
して、下記のとおり自治体職員を対象にした講習会を実施します。

◆講習会の趣旨

平成２３年 ７月２０日
大分河川国道事務所
佐伯河川国道事務所

【講義内容】（9:30～14:20）
○橋梁保全に関する最近の動向 ○橋梁の日常管理について
○事務所における補修事例 ○橋梁損傷・診断・補修事例

※報道機関の方については映像及び写真での取材は可能ですが、当日の進行の妨げにならない

ようご配慮願います。

※講習会場及び現地実習場所の詳細については、問合せ先にご確認下さい。
※現在、大分県内の１８市町から約７５名の参加申し込みがあります。（７月１９日現在）

◆開催日程、場所及びプログラム

【豊後大野会場】
平成２３年 ７月２６日（火） 9:30～16:20
●講義 （ 9:30～14:20） 豊後大野市 中央公民館会議室
●現地実習（14:50～16:20） 平吹橋 （市道平吹線）

お問合せ先 ： 国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所 （中津・別府会場担当）
技術副所長 川北 一明 道路管理第二課長 總﨑(ﾌｻｻﾞｷ) 裕二
大分市西大道1丁目1番71号 TEL:097-544-4167 （代表）

： 国土交通省 九州地方整備局 佐伯河川国道事務所（豊後大野会場担当）
技術副所長 西 豊和 道路管理課長 南部 祥隆
佐伯市長島町4丁目14番14号 TEL:0972-22-1880  （代表）



大分県内市町村の道路橋現況について

◆大分県内市町村の橋梁現況（１５ｍ以上の道路橋）
（平成２３年４月 国土交通省調べ）

○現在、九州管内の市町村が管理している橋長15m以上の道路橋は約12,500橋あり、
そのうち大分県内の市町村が管理している道路橋は約2,200橋である。

○県内市町村が管理している道路橋のうち約15％が建設後５０年以上の道路橋であ
り、２０年後には約46％の道路橋が建設後５０年を迎える。

◆大分県内の自治体が管理する橋長１５ｍ以上の道路橋で
通行止め ４橋 通行規制 １５橋 の道路橋がある。

◆道路橋点検の進捗により、損傷状況などの把握ができたことで通行規制等
の道路橋は増加している。

◆長寿命化修繕計画策定に向け、道路橋点検は進んでいる。

参考資料

○現在、県内の各市町村においては、約96％の道路橋の点検が行われている。

○道路橋点検の進捗により、損傷・劣化状況の把握が進み、『通行止め』や『重量制
限等通行規制』を行う道路橋が増加しているものと思われる。

※橋長１５ｍ以上の道路橋
※通行規制には、損傷・劣化の他、設計の陳腐化、旧基準による規制も含む。
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通行止め 通行規制 計 通行止め 通行規制 計
九州全体（直轄・自治体管理） 10 橋 72 橋 82 橋 24 橋 106 橋 130 橋

直轄 0 橋 0 橋 0 橋 0 橋 0 橋 0 橋
自治体管理 3 橋 8 橋 11 橋 4 橋 15 橋 19 橋
小計 3 橋 8 橋 11 橋 4 橋 15 橋 19 橋
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【平成24年末時点】
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